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研究成果の概要（和文）：本研究では，看護学生が「創造的な看護実践者」としての問題解決ス

キルを評価・学習することのできる e-learning システムを開発した．システムを看護短期大学

の実践に導入した結果，以下の 2 点についてシステムの有効性が確認された．（１）学習者の

創造的な実践課題に取り組む際の活動が効率化された．（２）学習者の創造的な看護実践におけ

る知識や態度が向上した． 

研究成果の概要（英文）：In this study, we developed an e-learning system for learning and 

evaluating creative nursing practice. The e-learning system was used for a nursing college 

class. We evaluated the effectiveness of the e-learning system and we confirmed that (1) the 

e-learning system increased the efficiency of students’ creative nursing practice and (2) the 

e-learning system improved students’ knowledge and attitude about creative nursing 

practice. 
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１．研究開始当初の背景 

 

看護実践は，従来は医療施設内での活動が
中心であったが，疾病や障害を持ちながら生
活する人々が増加したことから，患者のさま
ざまな生活場面を対象とした活動が求めら
れている．そのため，慣例的な看護援助方法
だけでなく，利用者のニーズに適切かつ柔軟
に対応する「創造的な看護実践者」を育成す
ることの重要性が指摘されている（文部科学
省 2004）． 

そのような中，看護系の大学や専門学校で
は「看護における創造性の育成」をテーマに，
看護実践における主体性を育成するカリキ
ュラム開発（高橋ほか 2001, 榊原ほか 2004

など）や授業実践（大沼ほか 1998，塚原ほ
か 2005 など）といった教育的な取り組みが
報告されている． 

上記の取り組みを含め，これまでの創造性
育成の取り組みでは，その評価方法として
TTCT（Torrance 1974）に代表される創造性
テストや，メタ認知スキルや社会的スキルな
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ど，創造性に関与する種々のスキル尺度
（Snyder 1986，菊池 1988 など）が用いら
れてきた．しかし，先に挙げた「創造的な看
護実践者」としての能力を適切に評価するに
は，現実の看護実践場面における行動・態度
を客観的に評価していく必要がある． 

そこで本研究では，看護教育場面において
汎用的に利用可能な e-learning による評
価・学習システムを開発することとした． 

 

２．研究の目的 

 

本研究では看護学生が「創造的な看護実践
者」としての問題解決スキルを web 上で評
価・学習することのできる e-learning システ
ムを開発することを目的とした．具体的には
以下の 3 つの研究を展開した． 

 

研究 1：「看護実践における創造的問題解決ス
キル」の評価方法の検討 

「創造的な看護実践者」に求められる創造
的問題解決スキルの構成要素を明らかにす
るための質問紙調査と参与観察を行い，評価
項目とその評価基準を作成した． 

研究 2：「看護実践における創造的問題解決ス
キル」を評価・学習するための e-learning シ
ステムの開発 

(1)の研究で検討した結果に基づき，創造的
問題解決スキルの評価と学習を web 上で実
施することのできる e-learning システムを
開発し，その妥当性を検討するための評価実
験を実施した． 

研究 3：e-learning システムの看護教育科目
への導入 

(2)の研究で開発した e-learning システム
を授業評価の一環として複数の看護教育科
目に導入することでシステムの有効性およ
びその教育的可能性を実践的に評価した． 

 

３．研究の方法 

 

研究 1：「看護実践における創造的問題解決ス
キル」の評価方法の検討 

本研究ではまず，以下の質問紙調査および
参与観察を行い，その結果から「看護実践に
おける創造的問題解決スキル」の評価項目
（評価課題）とその評価基準を作成した． 

(1) 看護教員を対象とした質問紙調査 

 看護系教育機関の教員を対象に，「創造的
な看護実践者に求められる問題解決スキル」
を問う質問紙調査を実施した．得られた回答
は，データマイニングの一手法であるテキス
トマイニングの手法（菅原ら 2008）を用い
て客観的に分析を行った． 

(2) 看護演習科目の参与観察 

 研究代表者がこれまで創造性育成の取り
組みを行ってきた，「基礎看護学演習」「成人

看護学演習」の各演習科目を対象に参与観察
を行い，看護演習場面における問題解決の特
徴やその問題点についてプロトコル分析を
実施した．演習場面にビデオカメラを設置し
てグループ学習の活動内容を記録し，看護学
生のどのようなスキルの欠如が問題となっ
ているのかを明らかにした． 

 

研究 2：「看護実践における創造的問題解決ス
キル」を評価・学習するための e-learning シ
ステムの開発 

研究 1 の結果に基づき，創造的問題解決ス
キルの評価と学習を web 上で実施すること
のできる e-learning システムを開発した．本
システムは (a)評価テストを実施する機能，
(b)評価結果をフィードバックする機能，(c)

未習得のスキルについて解説を行う機能を
実装している． 

最初に，先の研究で作成した評価項目につ
いて，看護実践における問題解決場面を想定
したビデオ動画を撮影し，flash 形式のテス
ト課題を作成した．次に，利用者の回答を判
定する機能と間違った回答に対して解説を
行う機能をそれぞれシステムに実装した． 

開発した e-learning システムは，看護教員及
び看護学生に評価してもらい，評価項目およ
び評価基準の妥当性やシステムのユーザビ
リティーについて評価・改善を行った． 

 

研究 3：e-learning システムの看護教育場面
への導入 

研究 2で開発した e-learningシステムを看
護教育科目に導入することで，システムの有
効性に関する実践的評価を行った．具体的に
は，授業の前後にシステムを利用した創造的
問題解決スキルの評価を実施した．そして，
授業における看護学生の活動内容と評価の
結果との関係を分析することにより，システ
ムの有効性および教育的可能性について評
価を行った． 
 
４．研究成果 
 
研究 1：「看護実践における創造的問題解決ス
キル」の評価方法の検討 

「創造的な看護実践者」に求められる創造
的問題解決スキルの構成要素を明らかにす
るために，(1)看護系教員および看護学生を対
象とした質問紙調査・参与観察，(2)看護にお
ける創造性に関する評価項目とその評価基
準を検討した．それぞれの取り組みの成果を
以下に示す．  

(1) 看護系教員および看護学生を対象とした
質問紙調査・参与観察 

 看護大学の教員および学生を対象に，現在
の講義・演習・実習の中で「創造的な看護実
践」に関する学習がどのように行われている



かを明らかにするために，質問紙調査・参与
観察を実施した． 

その結果，おもに実習の中で，講義や演習
で身につけた知識・技術を応用して自発的に
創造的な看護実践を行っている学生が見ら
れることが確認された．また，教員もグルー
プワークなど，学生の自立的な学習が要求さ
れる学習場面を多く設定することにより，学
生に創造的な態度を身につけさせることを
強く意識していることがあわせて確認され
た． 

(2) 看護における創造性に関する評価項目と
その評価基準の検討 

 (1)の結果に基づいて，看護実践場面におけ
る学生の創造的な態度を評価するための項
目および評価基準を試作した．具体的には，
看護過程におけるアセスメント，看護計画の
立案・実施・評価の各段階における行動およ
び態度を評価するためのチェックリストを
作成した．  

 
研究 2：「看護実践における創造的問題解決ス
キル」を評価・学習するための e-learning シ
ステムの開発 

研究 1 の結果に基づき，創造的問題解決ス
キルの評価と学習を目的とした e-learning

システムを構築するために，(1)看護における
創造性を学習するためのビデオ教材の作成，
(2)看護における創造性に関する評価項目と
その評価基準の妥当性の検討を行った．それ
ぞれの取り組みの成果を以下に示す． 

(1) 看護における創造性を学習するためのビ
デオ教材の作成 

e-learning システムの主要なコンテンツと
して，昨年度に実施した質問紙調査・参与観
察の結果から明らかとなった，学生が臨地実
習場面で実際に行っていた「創造的な看護実
践」の内容をベースとしたビデオ教材を作成
した．教材は，看護実践における問題解決場
面の説明とその解決例の紹介から構成され
る． 

教材は学内において公開され，学生は授業
時間以外にも自己学習することが可能とな
った． 

(2) 看護における創造性に関する評価項目と
その評価基準の妥当性の検討 

研究 1 で作成した，看護における創造性に
関する評価項目とその評価基準をまとめた
チェックリストの妥当性を検討するために，
創造性の育成を目的とした大学の授業（看護
過程および医療情報学）の授業評価にチェッ
クリストを導入した．また，あわせて自由記
述形式の質問紙調査を行い，チェックリスト
の回答との関連性を分析した． 

その結果，チェックリストによる評価内容
は，自由記述の回答や各科目の担当教員によ
る活動内容の評価とおおむね整合しており，

評価項目および評価基準に妥当性のあるこ
とが確認された． 
 
研究 3：e-learning システムの看護教育場面
への導入 

研究 2で開発した e-learningシステムを看
護教育科目（科目名：医療情報学）に導入す
ることで，システムの有効性に関する実践的
評価を行った．具体的には，以下の 2 点につ
いて実践的に検討を行い，システムの有効性
および教育的可能性を評価した． 

(1) 看護における創造性を学習するためのビ
デオ教材の導入 

 e-learning システムの主要なコンテンツで
ある，学生が臨地実習場面で実際に行ってい
た「創造的な看護実践」の内容をベースとし
たビデオ教材を授業へ導入した．本授業では，
脳卒中後遺障害者のための自助具の作成を
課題とした．学習者は自助具の計画・作成・
評価の各段階でビデオ教材を参照しながら
活動を進めた． 

授業後にまとめられたレポートを分析し
た結果，ビデオ教材を参照することで学習者
の活動が効率化されたことが確認された．ま
た，昨年度の実践と比較して，より質の高い
自助具が作成された傾向があわせて確認さ
れた． 

(2) 看護における創造性に関する評価の実施 

これまでに作成した，看護における創造性
に関する評価項目とその評価基準をまとめ
たチェックリストをもとに，e-learning シス
テムに学習者の看護における創造性を評価
する課題を実装した． 

授業の前後に課題を実施した結果，とくに
対象者の生活場面の理解に関する項目につ
いて，知識・態度の向上が確認された．また
看護実践における安全性や時間的な制約な
どに関する知識・態度の向上があわせて確認
された． 
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